
街かどのスケッチ
エ
ッ
セ
イ

わ
た
し
の
甲
東

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め

た
の
は
、小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で『
宮

っ
子
』編
集
員
を
担
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
５
年
前
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
は
や

る
中
、
千
葉
県
か
ら
西
宮
市
に
引

っ
越
し
。
元
々
兵
庫
県
民
で
し
た

が
、
西
宮
は
未
知
の
地
。
あ
ち
ら

こ
ち
ら
へ
行
き
た
く
て
も
コ
ロ
ナ

禍
で
動
き
づ
ら
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
娘
の
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
募
集
が
あ
り
、
千
葉
県
に

住
ん
で
い
た
時
も
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
広
報
を
１
年
活
動
し
て
楽
し
か

っ
た
の
で
、『
宮
っ
子
』編
集
員
に
立

候
補
。
そ
れ
か
ら
縁
が
あ
り
、
今

は
編
集
員
活
動
４
年
目
。
ま
だ
ま

だ
新
参
者
で
勉
強
中
で
す
。

　
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地

域
や
西
宮
市
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
学
校
や
地
域

の
行
事
、
大
市
八
幡
神
社
の
太
鼓

台
え
い
行
、
親
子
防
災
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
取
材
を
し
ま
し
た
。
活
動

を
通
し
て
、
樋
ノ
口
地
域
だ
け
で

な
く
甲
東
地
域
の
こ
と
も
知
る
こ

と
が
で
き
、
学
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ほ
か
に
樋
ノ
口
地
区
の
子
育
て

地
域
サ
ロ
ン「
に
こ
に
こ
広
場
」の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
乳
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ

ん
は
、
日
頃
の
育
児
の
こ
と
や
お

で
か
け
ス
ポ
ッ
ト
、
ゆ
く
ゆ
く
は

子
ど
も
を
預
け
る
園
の
こ
と
な
ど

を
、
楽
し
く
話
し
て
情
報
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

　
私
も
娘
が
小
さ
い
時
は
岡
山
県

に
住
ん
で
い
て
、
地
域
の
親
子
ク

ラ
ブ
の
企
画
を
し
た
り
、
区
の
地

域
子
育
て
支
援
課
と
連
携
し
て
育

児
相
談
会
を
し
た
り
、
地
域
の
民

生
・
児
童
委
員
さ
ん
や
愛
護
委
員

さ
ん
と
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
り
、
当

時
は
こ
う
い
う
情
報
交
換
の
場
を

あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　「
に
こ
に
こ
広
場
」で
は
、
お
母

さ
ん
同
士
で
育
児
の
経
験
を
話
し

な
が
ら
、
親
子
で
工
作
し
て
い
ま

す
。
キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
の
親
子
と
同

じ
輪
の
中
に
入
れ
て
も
ら
え
て
い

つ
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
る
と
、
子
ど
も
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
す
。

一
緒
に
参
加
し
た
り
、
学
校
で
は

経
験
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
の

で
楽
し
い
で
す
。

　
人
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、

自
分
の
視
野
や
知
識
、
向
上
心
へ

と
つ
な
が
り
、
そ
の
つ
な
が
り
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
で
き
る

限
り
、
今
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
島
町
　
Ｙ
・
Ａ

「
と  

ん  

ど
」

絵 

・ 

若
山
町
　
北
條
　
佐
和
（
6
歳
）
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※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

段
上
公
民
館

 

☎
53
・
0
9
3
1

☆ 

特
殊
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
〜
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
と

特
殊
詐
欺
防
止
講
座
〜

日
時
　
11
月
14
日
㈭

講
師
　
元
兵
庫
県
警
生
活
安
全
課

　
　
　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者

鷹
取
　
靖
彦
氏

定
員

　30
人

申
し
込
み
　
事
前
申
し
込
み
不
要

☆
お
正
月
を
飾
る
寄
せ
植
え

　
〜
作
り
方
の
コ
ツ
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
ご
紹
介
〜

日
時
　
12
月
26
日
㈭
13
時
30
分
〜

　
14
時
30
分

講
師
　
た
か
ら
づ
か
花
園

定
員
　
20
人

材
料
費
　
２
０
０
０
円（
当
日
集
金
）

申
し
込
み
　
往
復
は
が
き

12
月
6
日
㈮
消
印
有
効

 

☎
51
・
3
7
4
8

☆
土
の
な
か
の
西
宮

　
〜
発
掘
成
果
か
ら
読
み
解
く

古
代
西
宮
の
歴
史
〜

日
時
　
11
月
12
日
㈫

講
師
　
市
・
文
化
財
課郷

土
資
料
館

学
芸
員
　
森
下
　
真
企
氏

場
所

　講
堂

定
員
　
当
日
先
着
50
人

☆
Ａ
Ｉ
時
代
の
こ
こ
ろ
の
在
り
方

　
〜
漫
画
・
ア
ニ
メ
を
素
材
に
〜

日
時
　
11
月
30
日
㈯
13
時
30
分
　

　
　
〜
15
時

講
師
　
神
戸
女
学
院
大
学

　
　
　
心
理
学
部
・
心
理
学
科

准
教
授
　
西
嶋
　
雅
樹
氏

場
所
　
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
50
人

☆
大
阪（
中
之
島
・
船
場
）の

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
文
学

日
時
　
12
月
15
日
㈰

講
師
　
兵
庫
県
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

堀
　
久
樹
氏

場
所
　
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
50
人

甲
東
公
民
館

☆
新
年
を
祝
う
寄
せ
植
え

日
時
　
12
月
19
日
㈭

講
師
　
た
か
ら
づ
か
花
園

場
所
　
講
堂

定
員
　
先
着
30
人

材
料
費
　
１
８
０
０
円（
申
し
込
み
時
に
）

申
し

込
み

　12
月
２
日
㈪

高
木
公
民
館

 

☎
65
・
1
5
6
9

☆
高
齢
者
講
座

　「
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
」

日
時
　
11
月
6
日
㈬
13
時
30
分
　

　
　
〜
15
時

場
所
　
3
階
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
40
人

参
加
費
　
無
料

☆
暮
ら
し
・
消
費
者
講
座

　
〜
お
金
の
話
、わ
か
り
や
す
く
〜

　「
税
金
講
座
」

日
時
　
11
月
25
日
㈪
13
時
30
分
　

　
　
〜
15
時

場
所
　
3
階
講
堂

定
員
　
50
人（
電
話
受
け
付
け
）

受
け

付
け
　
11
月
11
日
㈪
10
時
〜（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

☆
環
境
・
自
然
・
科
学
講
座

　「
し
め
縄
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

日
時

　12
月
20
日
㈮

場
所

　3
階
講
堂

定
員

　20
人（
電
話
受
け
付
け
）

受
け

付
け
　
12
月
9
日
㈪
10
時
〜（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
１
０
０
円（
当
日
集
金
）

段
上
児
童
館

 

☎
53
・
8
3
0
3

☆
赤
ち
ゃ
ん
も
い
っ
し
ょ

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
の
音
楽
会

日
時
　
11
月
27
日
㈬
11
時
〜
　
　

11
時
30
分

対
象
　
０
〜
４
歳

申
し

込
み
　
オ
ン
ラ
イ
ン

☆
ス
マ
イ
ル
子
育
て
相
談

日
時
　
12
月
10
日
㈫

対
象
　
０
歳
〜

申
し
込
み
　
オ
ン
ラ
イ
ン

☆
お
話
と
ピ
ア
ノ
で

楽
し
む
絵
本
の
世
界

日
時

　12
月
21
日
㈯

対
象

　１
〜
３
歳

申
し
込
み

　オ
ン
ラ
イ
ン

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

10
時
〜

11
時
30
分

12
時
30
分

〜
13
時

❖  

お  

知  

ら  

せ  

❖

９
月
１
日
発
行
の
甲
東
ニ
ュ
ー
ス
に

一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
！

★
Ａ
Ｉ
時
代
の
こ
こ
ろ
の
在
り
方

　  

　
〜
漫
画
・
ア
ニ
メ
を
素
材
に
〜

   

➡
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

　
変
更
前

　
今
日
か
ら
始
め
る
臨
床
心
理
学

　  

　
〜
漫
画
や
ア
ニ
メ
か
ら
学
ぶ

　  

　
　
　
私
た
ち
の
心
の
動
き
〜

★
大
阪（
中
之
島・船
場
）の

　
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
文
学

　
➡
開
催
日
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

★
新
年
を
祝
う
寄
せ
植
え

   

➡
材
料
費
が
物
価
高
騰
に
よ
り

                    

変
更
さ
れ
て
い
ま
す

※
詳
細
は
各
講
座
の
チ
ラ
シ
で

                    

確
認
し
て
く
だ
さ
い

10
時
〜

11
時
30
分

10
時
30
分
〜

11
時
15
分

13
時
30
分
〜

15
時

11
時
〜

11
時
50
分

13
時
30
分
〜

15
時

13
時
30
分
〜

15
時
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事業のイメージ

在宅での生活が不安な高齢者などに、
緊急時に通報する装置を貸し出します。

　緊急時にボタンを押すと、24時間対応受信センターの
オペレーターにつながり、市の委託業者出動員がかけ
つけるなどの対応を行います。また、必要に応じて消防
署などの関係機関に連絡を行います。
　加えて24時間対応の健康相談や月１回のお元気コール
（安否確認連絡）も行います。

身体に触れる介助の依頼については、委託業者
の出動員は駆けつけできません。

注意
事項

月１回の
安否確認
「お元気　
　コール」

24 時間
対応

健康相談

利用条件 ❶～❹すべてに該当する人

❶おおむね65歳以上の人、あるいは障害者手帳を持っている
人で機器の取り扱いができる人

❷固定電話番号、または携帯電話番号のある人
　固定電話がある人には原則固定型装置を貸し出します

❸鍵を委託業者に預けてもよい人
　緊急時の駆けつけ時に家に入れるよう、事前に鍵を委託業者
に預ける必要があります

❹利用者以外の緊急連絡先を登録できる人
　救急搬送時の連絡のため、１人以上設定する必要があります

画像はあくまでイメージです。在庫状況によって変わる可能性があります。

固定型装置 携帯型装置
 利用手数料
 月額 1100 円

 利用手数料
 月額 1500 円

持
ち
運
び
可
能
な

「
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
装
置
」も

一
緒
に
貸
し
出
し
ま
す
。

西
宮
市

一人暮らしの人

健康が不安な人

親族が
遠方にいる人

※市民税所得割非課税の人、生活保護受給の人は無料で利用できます

緊急

市・地域共生推進課
　　0798-35-3286
手続きなどの詳細は問い合わせてください

❖地域共生推進課チラシより

❖利用者体験コメント
　一人暮らしで、体調が悪く動けなくなり「緊急」
ボタンを押しました。すぐに電話をかけてきてくれ
て確認の後、救急車の手配をして、
家の鍵を開けに来てくれました。
ガスのチェックと戸締まりをして
くれ、迅速な対応で助かりました。
これがあれば安心です。
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　教室のコンセプトは「自学自楽」です。当教室の講義を通して書

の奥深さに気づき、それを自ら体感してください。実用書道、伝統

書道、ペン習字など幅広いコースを用意しています。

☎080-3838-3552 　    ougishi@outlook.jp
主宰 / 岡部結櫻　開催場所 / さらら仁川北館 3階（宝塚市仁川北 2-5-1）

詳しくは、お問い合わせください

★こちらもご覧ください
Instagram

ホームページ

無料体験あり！

第19回第19回 と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

主催　西宮市甲東・段上・段上西社会福祉協議会

日　時：令和6年 11月15日（金）　10：00～16：00
 11月16日（土）　10：00～15：00
場　所：アプリ甲東４階　展示室・甲東ホール

～明日に向かって　花 咲かそう～
　文 化 の つ ど い　文 化 の つ ど い

イ  ベ  ン  ト作　品　展模　擬　店
11月16日（土） 12：45～

すてきな演奏・演技を楽しんで！
11月15日（金）・16日（土）

絵画・写真・書道・手工芸
11月15日（金） 10：00～

地域内の３施設より、パン、菓子、
手作り品の販売をします

・和太鼓グループ
・NDS Jumpers（なわとび）
・フルール（ミュージカルショー）
・ターシュフルートアンサンブル

年齢を問わず、地域の人やグループ
の作品がたくさん並びます・カトレアの園

・ななくさ清光園
・すばる福祉会

45周年記念コンサート45周年記念コンサート45周年記念コンサート45周年記念コンサート
日　　時 ： 令和７年２月２２日（土）
 　１３：３０～（１３：００開場）
場　　所 ： アプリ甲東４階 甲東ホール
出　　演 ： ミ・ベモル サクソフォンカルテット
 打楽器アンサンブルユニットROOMs
　　　　　 　（マリンバ・ビブラフォン・ドラム）
主　　催 ： 甲東コミュニティ委員会
企画・協力：（公財）西宮市文化振興財団

「告知」第１弾

詳細は、令和 7年 1・2月号で掲載します

宮っ子 café
      もあります

お楽しみに
！

両日とも喫茶営業中！

   今
年も
　

   今
年も
　

開催
しま
す！

開催
しま
す！   今

年も
　

開催
しま
す！

第387号 令和 6年 1 1 月 1 日 　ふ る さ と 甲 東 ⑵



事業のイメージ

在宅での生活が不安な高齢者などに、
緊急時に通報する装置を貸し出します。

　緊急時にボタンを押すと、24時間対応受信センターの
オペレーターにつながり、市の委託業者出動員がかけ
つけるなどの対応を行います。また、必要に応じて消防
署などの関係機関に連絡を行います。
　加えて24時間対応の健康相談や月１回のお元気コール
（安否確認連絡）も行います。

身体に触れる介助の依頼については、委託業者
の出動員は駆けつけできません。

注意
事項

月１回の
安否確認
「お元気　
　コール」

24 時間
対応

健康相談

利用条件 ❶～❹すべてに該当する人

❶おおむね65歳以上の人、あるいは障害者手帳を持っている
人で機器の取り扱いができる人

❷固定電話番号、または携帯電話番号のある人
　固定電話がある人には原則固定型装置を貸し出します

❸鍵を委託業者に預けてもよい人
　緊急時の駆けつけ時に家に入れるよう、事前に鍵を委託業者
に預ける必要があります

❹利用者以外の緊急連絡先を登録できる人
　救急搬送時の連絡のため、１人以上設定する必要があります

画像はあくまでイメージです。在庫状況によって変わる可能性があります。

固定型装置 携帯型装置
 利用手数料
 月額 1100 円

 利用手数料
 月額 1500 円

持
ち
運
び
可
能
な

「
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
装
置
」も

一
緒
に
貸
し
出
し
ま
す
。

西
宮
市

一人暮らしの人

健康が不安な人

親族が
遠方にいる人

※市民税所得割非課税の人、生活保護受給の人は無料で利用できます

緊急

市・地域共生推進課
　　0798-35-3286
手続きなどの詳細は問い合わせてください

❖地域共生推進課チラシより

❖利用者体験コメント
　一人暮らしで、体調が悪く動けなくなり「緊急」
ボタンを押しました。すぐに電話をかけてきてくれ
て確認の後、救急車の手配をして、
家の鍵を開けに来てくれました。
ガスのチェックと戸締まりをして
くれ、迅速な対応で助かりました。
これがあれば安心です。

　  第387号 令和 6年 1 1 月 1 日ふ る さ と 甲 東⑶
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　教室のコンセプトは「自学自楽」です。当教室の講義を通して書

の奥深さに気づき、それを自ら体感してください。実用書道、伝統

書道、ペン習字など幅広いコースを用意しています。

☎080-3838-3552 　    ougishi@outlook.jp
主宰 / 岡部結櫻　開催場所 / さらら仁川北館 3階（宝塚市仁川北 2-5-1）

詳しくは、お問い合わせください

★こちらもご覧ください
Instagram

ホームページ

無料体験あり！

第19回第19回 と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

主催　西宮市甲東・段上・段上西社会福祉協議会

日　時：令和6年 11月15日（金）　10：00～16：00
 11月16日（土）　10：00～15：00
場　所：アプリ甲東４階　展示室・甲東ホール

～明日に向かって　花 咲かそう～
　文 化 の つ ど い　文 化 の つ ど い

イ  ベ  ン  ト作　品　展模　擬　店
11月16日（土） 12：45～

すてきな演奏・演技を楽しんで！
11月15日（金）・16日（土）

絵画・写真・書道・手工芸
11月15日（金） 10：00～

地域内の３施設より、パン、菓子、
手作り品の販売をします

・和太鼓グループ
・NDS Jumpers（なわとび）
・フルール（ミュージカルショー）
・ターシュフルートアンサンブル

年齢を問わず、地域の人やグループ
の作品がたくさん並びます・カトレアの園

・ななくさ清光園
・すばる福祉会

45周年記念コンサート45周年記念コンサート45周年記念コンサート45周年記念コンサート
日　　時 ： 令和７年２月２２日（土）
 　１３：３０～（１３：００開場）
場　　所 ： アプリ甲東４階 甲東ホール
出　　演 ： ミ・ベモル サクソフォンカルテット
 打楽器アンサンブルユニットROOMs
　　　　　 　（マリンバ・ビブラフォン・ドラム）
主　　催 ： 甲東コミュニティ委員会
企画・協力：（公財）西宮市文化振興財団

「告知」第１弾

詳細は、令和 7年 1・2月号で掲載します

宮っ子 café
      もあります

お楽しみに
！

両日とも喫茶営業中！

   今
年も
　

   今
年も
　

開催
しま
す！

開催
しま
す！   今

年も
　

開催
しま
す！
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広告

　
西
国
街
道
は
、
古
代
、
京
都
と

太
宰
府
を
結
ぶ
大お

お
じ路

（
山
陽
道
）

と
称
さ
れ
、
国
司
た
ち
も
こ
の
道

を
通
っ
て
任
国
へ
赴
き
、
文
書
や

書
簡
、
税
な
ど
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。

　
近
世
に
な
り
、
古
代
山
陽
道
と

ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
を
走
る
道
は
大

坂
を
経
由
せ
ず
に
済
む
の
で
、
早

く
西
国
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、水
害
の
多
い
淀
川
を

通
る
道
よ
り
安
全
で
あ
っ
た
た
め
、

先
を
急
ぐ
旅
人
や
商
人
、
参
勤
交

代
の
大
名
に
も
多
く
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
京
都
か
ら

山
崎
、
高
槻
、
伊
丹
を
経
て
西
宮

に
至
る
ま
で
の
区
間
は
、
幕
府
に

よ
り
制
定
さ
れ
た
「
脇わ

き
か
い
ど
う

街
道
」
で

「
山や

ま
さ
き
み
ち

崎
通
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
政
治
の
中
心
が
江
戸
に
移
っ
て

も
、
西
国
街
道
は
、
物
資
、
情
報
、

文
化
を
運
ぶ
大
動
脈
で
し
た
。

 

ク
イ
ズ
に
挑
戦
!

⑴
大
市
八
幡
神
社
の
御
神
木
の
大

ク
ス
を
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
戦
国
武
将
は
？

　
①
池
田
輝
政

　
②
黒
田
孝よ
し
た
か高

（
官
兵
衛
）

　
③
豊
臣
秀
吉

⑵
甲
東
地
域
を
訪
れ
た
こ
と
が
記

録
に
あ
る
人
物
は
？

　
①
菅
原
道
真

　
②
徳
川
吉
宗

　
③
伊
能
忠
敬

　（
答
え
）

⑴
は
①
池
田
輝
政
。
こ
の
地
を
治

め
て
い
た
輝
政
が
植
え
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
４
０
０
年
を

超
す
大
ク
ス
は
、
西
宮
市
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
典

型
的
な
ク
ス
ノ
キ
の
樹
形
を
持
つ

荘
厳
な
大
木
で
す
。

⑵
は
③
伊
能
忠
敬
。
全
国
の
測
量

を
行
い
、
地
図
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
測
量
日
記
に
、
西
国
街
道
の

伊
丹
か
ら
西
宮
区
間
の
測
量
に
つ

い
て
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
で
紹
介
し
た
も
の
は

ほ
ん
の
一
部
分
で
す
。
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
い
人
は
、
左
記
の
参

考
文
献
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
西
宮
市
立
図
書
館
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、

地
域
の
歴
史
遺
産
保
存
の
た
め
の

活
動
を
し
て
い
る
甲
東
文
化
財
保

存
会
発
行
の
『
甲
東
の
文
化
財
を

訪
ね
て
　
改
訂
版
ー
石
造
物
を
中

心
に
ー
』
は
、
甲
東
地
域
の
歴
史

を
深
く
、
か
つ
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

▼門戸周辺は道標がいっぱい！

※
参 

考 

文 

献

西
宮
市『
新
西
宮
の
文
化
財（
改
訂
版
）』

甲
東
文
化
財
保
存
会『
甲
東
の
文
化
財
を
訪
ね
て

　
改
訂
版
ー
石
造
物
を
中
心
に
ー
』

大
国
正
美『
江
戸
時
代
の
絵
図
を
歩
く

　
　
　
　
　
神
戸・阪
神「
名
所
」の
旅
』

大
国
正
美『
古
地
図
で
見
る
阪
神
間
の
地
名
』

兵
庫
県
教
育
委
員
会『
山
陽
道（
西
国
街
道
）』

西
宮
市
教
育
委
員
会『
西
宮
歴
史
散
歩
』

渡
辺
久
雄『
甲
東
村
か
ら
　
呉
下
の
阿
蒙
』

山
下
忠
男『
町
名
と
祭
り
の
話
　

西
宮
の
歴
史
と
文
化
』

や
く
じ
ん
さ
ん
筋
か
ら
西
側
は
少
し

坂
道
で
す
が
、
西
国
街
道
か
ら
行
く

の
が
お
ス
ス
メ
の
コ
ー
ス
！

卍

西国
街道

永
福
寺

門
戸
厄
神
駅

文

文

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

卍

卍

門
戸
厄
神

東
光
寺

中
津
浜
線

厳島神社

門戸
天神社

甲
東
園
駅

や
く
じ
ん
さ
ん
筋

●

●

●
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甲東小学校

● 道標
　 その他（石碑など）
　 上記以外の顕彰札
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新 年 祈 祷 会
厄 除 大 祭
星 祭
夏 季 厄 除 大 祭
秋 季 厄 除 大 祭
納 厄 神
星 祭 開 白
厄 除 例 祭 

1 月 1 日 ～ 7 日
1 月 18 日・19 日
節 分
８月19日（厄神夏祭り）
10 月　1 9　日
12 月　1 9　日
冬 　 至
毎  月 　1 9　日

（ 星 祭 り ）

七 五 三 詣
人 形 供 養 祭

11月15日（11月中受付）
11月19日（3月より受付）

● 年 中 行 事 ●

　
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
秋
ら
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ち
の

歴
史
散
策
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
旧
西
国
街
道
が
通
り
、
門
戸
厄

神
東
光
寺
や
甲
山
観
音
で
知
ら
れ

る
神
呪
寺
へ
参
詣
に
訪
れ
る
人
が

絶
え
な
か
っ
た
甲
東
地
域
は
、
道

標
な
ど
の
文
化
財
が
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
散
策
の
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
に
、
そ
の
場
所

を
地
図
で
紹
介
し
ま
す
。
甲
東
文

化
財
保
存
会
設
置
の
白
い
顕け

ん
し
ょ
う
ふ
だ

彰
札

を
見
つ
け
て
歩
く
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

①門戸厄神東光寺

▼甲東地域の文化財地図

③大市八幡神社

②下大市西町五差路に
　立つ道標2基

編集員が歩いてみて見つけたものを記載

卍

卍

卍

卍

②
③

①

●

●●
●

●
●

●

●

●

●●

●

●

髭の渡し

段上小学校段上西小学校

武
庫
川

百
間
樋
川

中
津
浜
線や

く
じ
ん
さ
ん
筋

や
く
じ
ん
さ
ん
筋

甲
東
園
駅

西
国
街
道

至
仁
川
駅

西廣寺・水天宮

松林寺

段上若宮
八幡神社

門戸
天神社厳島

神社

甲東小学校

樋ノ口小学校

永
福
寺

大
市
八
幡
神
社

門
戸
厄
神
駅

門
戸
厄
神

東
光
寺

171

甲
武
中
学
校

文

文

文

文

文
文

文

文

● 道標
　 その他（石碑など）
　 上記以外の顕彰札
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広告

　
西
国
街
道
は
、
古
代
、
京
都
と

太
宰
府
を
結
ぶ
大お

お
じ路

（
山
陽
道
）

と
称
さ
れ
、
国
司
た
ち
も
こ
の
道

を
通
っ
て
任
国
へ
赴
き
、
文
書
や

書
簡
、
税
な
ど
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。

　
近
世
に
な
り
、
古
代
山
陽
道
と

ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
を
走
る
道
は
大

坂
を
経
由
せ
ず
に
済
む
の
で
、
早

く
西
国
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、水
害
の
多
い
淀
川
を

通
る
道
よ
り
安
全
で
あ
っ
た
た
め
、

先
を
急
ぐ
旅
人
や
商
人
、
参
勤
交

代
の
大
名
に
も
多
く
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
京
都
か
ら

山
崎
、
高
槻
、
伊
丹
を
経
て
西
宮

に
至
る
ま
で
の
区
間
は
、
幕
府
に

よ
り
制
定
さ
れ
た
「
脇わ

き
か
い
ど
う

街
道
」
で

「
山や

ま
さ
き
み
ち

崎
通
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
政
治
の
中
心
が
江
戸
に
移
っ
て

も
、
西
国
街
道
は
、
物
資
、
情
報
、

文
化
を
運
ぶ
大
動
脈
で
し
た
。

 

ク
イ
ズ
に
挑
戦
!

⑴
大
市
八
幡
神
社
の
御
神
木
の
大

ク
ス
を
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
戦
国
武
将
は
？

　
①
池
田
輝
政

　
②
黒
田
孝よ
し
た
か高

（
官
兵
衛
）

　
③
豊
臣
秀
吉

⑵
甲
東
地
域
を
訪
れ
た
こ
と
が
記

録
に
あ
る
人
物
は
？

　
①
菅
原
道
真

　
②
徳
川
吉
宗

　
③
伊
能
忠
敬

　（
答
え
）

⑴
は
①
池
田
輝
政
。
こ
の
地
を
治

め
て
い
た
輝
政
が
植
え
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
４
０
０
年
を

超
す
大
ク
ス
は
、
西
宮
市
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
典

型
的
な
ク
ス
ノ
キ
の
樹
形
を
持
つ

荘
厳
な
大
木
で
す
。

⑵
は
③
伊
能
忠
敬
。
全
国
の
測
量

を
行
い
、
地
図
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
測
量
日
記
に
、
西
国
街
道
の

伊
丹
か
ら
西
宮
区
間
の
測
量
に
つ

い
て
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
で
紹
介
し
た
も
の
は

ほ
ん
の
一
部
分
で
す
。
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
い
人
は
、
左
記
の
参

考
文
献
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
西
宮
市
立
図
書
館
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、

地
域
の
歴
史
遺
産
保
存
の
た
め
の

活
動
を
し
て
い
る
甲
東
文
化
財
保

存
会
発
行
の
『
甲
東
の
文
化
財
を

訪
ね
て
　
改
訂
版
ー
石
造
物
を
中

心
に
ー
』
は
、
甲
東
地
域
の
歴
史

を
深
く
、
か
つ
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

▼門戸周辺は道標がいっぱい！

※
参 

考 

文 

献

西
宮
市『
新
西
宮
の
文
化
財（
改
訂
版
）』

甲
東
文
化
財
保
存
会『
甲
東
の
文
化
財
を
訪
ね
て

　
改
訂
版
ー
石
造
物
を
中
心
に
ー
』

大
国
正
美『
江
戸
時
代
の
絵
図
を
歩
く

　
　
　
　
　
神
戸・阪
神「
名
所
」の
旅
』

大
国
正
美『
古
地
図
で
見
る
阪
神
間
の
地
名
』

兵
庫
県
教
育
委
員
会『
山
陽
道（
西
国
街
道
）』

西
宮
市
教
育
委
員
会『
西
宮
歴
史
散
歩
』

渡
辺
久
雄『
甲
東
村
か
ら
　
呉
下
の
阿
蒙
』

山
下
忠
男『
町
名
と
祭
り
の
話
　

西
宮
の
歴
史
と
文
化
』

や
く
じ
ん
さ
ん
筋
か
ら
西
側
は
少
し

坂
道
で
す
が
、
西
国
街
道
か
ら
行
く

の
が
お
ス
ス
メ
の
コ
ー
ス
！

卍

西国
街道

永
福
寺

門
戸
厄
神
駅

文

文

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

卍

卍

門
戸
厄
神

東
光
寺

中
津
浜
線

厳島神社

門戸
天神社

甲
東
園
駅

や
く
じ
ん
さ
ん
筋

●

●

●

171

甲東小学校
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　 その他（石碑など）
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広告

新 年 祈 祷 会
厄 除 大 祭
星 祭
夏 季 厄 除 大 祭
秋 季 厄 除 大 祭
納 厄 神
星 祭 開 白
厄 除 例 祭 

1 月 1 日 ～ 7 日
1 月 18 日・19 日
節 分
８月19日（厄神夏祭り）
10 月　1 9　日
12 月　1 9　日
冬 　 至
毎  月 　1 9　日

（ 星 祭 り ）

七 五 三 詣
人 形 供 養 祭

11月15日（11月中受付）
11月19日（3月より受付）

● 年 中 行 事 ●

　
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
秋
ら
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ち
の

歴
史
散
策
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
旧
西
国
街
道
が
通
り
、
門
戸
厄

神
東
光
寺
や
甲
山
観
音
で
知
ら
れ

る
神
呪
寺
へ
参
詣
に
訪
れ
る
人
が

絶
え
な
か
っ
た
甲
東
地
域
は
、
道

標
な
ど
の
文
化
財
が
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
散
策
の
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
に
、
そ
の
場
所

を
地
図
で
紹
介
し
ま
す
。
甲
東
文

化
財
保
存
会
設
置
の
白
い
顕け

ん
し
ょ
う
ふ
だ

彰
札

を
見
つ
け
て
歩
く
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

①門戸厄神東光寺

▼甲東地域の文化財地図

③大市八幡神社

②下大市西町五差路に
　立つ道標2基

編集員が歩いてみて見つけたものを記載

卍

卍

卍

卍

②
③

①

●

●●
●

●
●

●

●

●

●●

●

●

髭の渡し

段上小学校段上西小学校

武
庫
川

百
間
樋
川

中
津
浜
線や

く
じ
ん
さ
ん
筋

や
く
じ
ん
さ
ん
筋

甲
東
園
駅

西
国
街
道

至
仁
川
駅

西廣寺・水天宮

松林寺

段上若宮
八幡神社

門戸
天神社厳島

神社

甲東小学校

樋ノ口小学校

永
福
寺

大
市
八
幡
神
社

門
戸
厄
神
駅

門
戸
厄
神

東
光
寺
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文

文

文

文

文
文

文

文

● 道標
　 その他（石碑など）
　 上記以外の顕彰札
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太
古
の
地
球
に
思
い
を
は
せ
て

夏
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
へ

拍
手
喝
采
を
!

　
段
上
西
地
区
青
少
年
愛
護
協
議

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
世
紀
の
発

見
!?
　
化
石
を
み
つ
け
よ
う
」
が

８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
市
立
西
宮
高
校
の
久
保
和

弘
先
生
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
部
と
２

部
の
交
代
制
で
、
年
長
児
か
ら
小

学
生
ま
で
計
46
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
化
石
発
掘
に
使

用
す
る
の
は
、
栃

木
県
那
須
塩
原
高

原
で
採
集
さ
れ
た

「
木こ

の
葉は

石い
し

」。
数

十
万
年
前
の
古
塩

原
湖
に
堆
積
し
た

地
層
か
ら
発
掘
さ

れ
た
化
石
で
す
。

　
今
回
の
化
石
探
し
は
、

「
タ
ガ
ネ
」と
い
う
ノ
ミ
の

よ
う
な
道
具
と
ハ
ン
マ
ー

を
使
っ
て
木
の
葉
石
を
丁

寧
に
割
っ
て
い
く
と
、
中

か
ら
化
石
が
出
て
く
る
仕

組
み
。
久
保
先
生
か
ら
化

石
発
掘
の
コ
ツ
を
聞
い
た

後
、
早
速
、
子
ど
も
た
ち

は
化
石
探
し
に
挑
戦
で
す
。

ゴ
ー
グ
ル
と
軍
手
を
装
着

し
、
真
剣
な
表
情
で
石
を

　
樋
ノ
口
町
１
丁
目
自
治
会
の
第

16
回「
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
」が
、

７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
ふ
れ
あ
い
会
館

周
辺
に
住
む
人
た
ち
の
協
力
の
下
、

ま
ち
の
一
角
を
開
放
し
て
、
平
成

19
（
２
０
０
７
）年
の
秋
に「
第
１

回
お
楽
し
み
会
」と
称
し
て
開
催

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の

後
、
平
成
24
年
の
夏
に
「
ふ
れ
あ

い
夏
ま
つ
り
」
と
改
称
し
、
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
５
月
末
か
ら
打
ち
合

わ
せ
を
始
め
、
６
月
に
は
景
品
の

買
い
出
し
、
飲
食
類
の
発
注
、
機

割
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
会
場
中
に

「
あ
っ
た
！
」
と
い
う
声
が
響
き

渡
り
ま
す
。
発
掘
さ
れ
た
の
は
、

花
び
ら
や
葉
の
破
片
、
昆
虫
の
足

　
　
　
　
　
　
な
ど
の
化
石
。

　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
小
学
　
　

　
　
　
　
　
　
３
年
生
と
１
年
生

　
　
　
　
　
　
の
姉
妹
は
「
化
石

　
　
　
　
　
　
が
い
っ
ぱ
い
採
れ

　
　
　
　
　
　
て
楽
し
か
っ
た
！
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
と
笑
顔
を
見
せ
、

　
　
　
　
　
　
保
護
者
か
ら
も「
普
　

　
　
　
　
　
　
段
で
き
な
い
体
験
　
　
　

　
　
　
　
　
　
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
好
評
で
し
た
。

　
　
　
　
　
発
掘
し
た
化
石
は
お

　
　
　
　
土
産
と
し
て
持
ち
帰
る

　
　
　
　
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

　
　
　
　
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な

　
　
　
　
思
い
出
に
。
今
年
も
、大

　
　
　
　
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉

　
　
　
　
じ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

　
　
　
　
夏
休
み
の
恒
例
行
事
と

　
　
　
　
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

　
　
　
　
お
り
、
来
年
の
自
由
研

　
　
　
　
究
の
候
補
に
も
ぜ
ひ
お

　
　
　
　
薦
め
で
す
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて60年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！

広告

材
の
手
配
、
備
品
の
確
認
、
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
。
７
月
初
め
に
は
ブ

ー
ス
と
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
決
め
。

前
日
に
は
、
段
取
り
の
再
確
認
。

当
日
は
、
朝
か
ら
交
通
安
全
や
進

行
の
最
終
確
認
、
設
営
、
ゲ
ー
ム

景
品
の
仕
分
け
や
備
品
の
用
意
、

　
　
　
　
　
　
飲
食
の
準
備
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
夏
ま
つ
り
を
楽
し

　
　
　
　
　
　
ん
で
ほ
し
い
と
願

　
　
　
　
　
　
う
地
域
の
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
が
、
時
間
を
か
け

　
　
　
　
　
　
て
入
念
に
準
備
を

　
　
　
　
　
　
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
タ
コ
焼
き
ブ
ー

ス
で
は
、
今
年
の
春
に
社
会
人
デ

ビ
ュ
ー
し
た
若
い
世
代
が
初
挑
戦

で
大
奮
闘
。
か
き
氷
や
ゲ
ー
ム
の

ブ
ー
ス
で
は
、
学
生
た
ち
が
販
売

や
サ
ポ
ー
ト
役
で
大
活
躍
。
に
ぎ

わ
い
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
各

自
の
持
ち
場
で
最
善
を
尽
く
す
約

　
　
　
　
　
　
50
人
の
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
た
ち
に
は
拍
手
喝

　
　
　
　
　
　
采
！

　
　
　
　
　
　
　
樋
ノ
口
町
１
丁

　
　
　
　
　
　
目
の
ま
ち
の
魅
力
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
が
最
大
限
に
引
き
　

　
　
　
　
　
　
出
さ
れ
た
ひ
と
夏

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
約
５
０
０
人
が

参
加
し
て
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

夏まつり開催前のスタッフ最終ミーティング

木の葉っぱや昆虫の足の化石を発見!!

◀ スタンバイOK！◀若手が初挑戦！

化石発掘のコツを伝授

　  第387号 令和 6年 1 1 月 1 日ふ る さ と 甲 東⑺

５
年
ぶ
り
に
開
催
！

段
上
地
区
夏
ま
つ
り

創
造
は
無
限
大
!!

夏
休
み
作
品
展

　
コ
ロ
ナ
禍
や
段
上
小
学
校
で
の

大
規
模
改
修
工
事
に
よ
り
長
ら
く

見
送
ら
れ
て
い
た
「
段
上
地
区
夏

ま
つ
り
」
が
、
８
月
17
、
18
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
に
５
年
ぶ

り
の
復
活
で
す
。

　
６
月
に
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
準
備
を
ス
タ

ー
ト
。
模
擬
店
や
ち
ょ
う
ち
ん
に

電
気
を
送
る
配
電
盤
を
設
置
し
直

し
た
り
、
補
助
金
と
地
域
か
ら
の

寄
付
に
よ
り
新
調
し
た
や
ぐ
ら
を

初
め
て
組
み
立
て
た
り
と
、
慣
れ

な
い
作
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お

披
露
目
の
準
備
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
の
設
営
は
、
朝
早
く
か
ら
暑

い
中
で
し
た
が
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
完
了
し
ま
し
た
。

　
２
学
期
最
初
の
行
事
と
な
る
夏

休
み
作
品
展
が
８
月
30
日
、
９
月

２
日
の
２
日
間
、
甲
東
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
放
課
後
に
展
示
教
室
が
開
放
さ

れ
、
保
護
者
と
一
緒
に
見
て
回
る

児
童
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
品
の
制
作
期
間
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
８
カ
月
前
か
ら
準
備
し
て
い

た
児
童
も
い
た
よ
う
で
す
。
学
校

で
育
て
た
植
物
の
観
察
記
録
や
そ

の
植
物
を
生
か
し
た
実
験
結
果
、

夏
休
み
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
研
究
、

刺
し
ゅ
う
や
染
め
物
を
使
っ
た
手

芸
作
品
、
旅
行
の
思
い
出
を
造
作

し
た
作
品
な
ど
、ど
の
作
品
も
い
ろ

　
夕
方
６
時
過
ぎ
、
や
ぐ
ら
の
太

鼓
の
音
を
合
図
に
、
焼
き
鳥
や
ラ

ム
ネ
、
お
菓
子
つ
り
な
ど
多
数
の

模
擬
店
が
オ
ー
プ
ン
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
立
西

宮
高
校
の
吹
奏
楽
部
・
邦
楽
部
に

よ
る
恒
例
の
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー

ト
、
甲
武
中
学
校
有
志
に
よ
る
よ

さ
こ
い
、
市
立
西
宮
高
校
ダ
ン
ス

部
や
Ｎ
Ｄ
Ｓ
ジ
ャ
ン
パ
ー
ズ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
大
変
盛
り
上
が

り
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
花
火
に
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
中
学
、
高
校
、
大
学
、
地
域
か

ら
幅
広
い
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
い
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
た
段
上
地
区
夏
ま
つ
り
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
２
日
間
で
約
６

０
０
０
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

い
ろ
と
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
て
、

今
年
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

　「
学
年
順
に
見
て
い
く
と
、成
長

が
感
じ
ら
れ
て
と
て
も
感
動
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
ペ
ア
活
動
の

時
間
に
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、『
す
ご

い
!
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
？
』

『
き
れ
い
な
作
品
!
』な
ど
と
お
互

い
に
感
想
を
伝
え
合
う
様
子
は
、と

て
も
ほ
ほ
笑
ま
し
か
っ
た
」と
、山

根
桜
子
校
長
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
。

※ペア活動　上級生と下級生が年間を通して取り組む縦割り活動

オリジナルの盆踊り『段上音頭』も復活！

模擬店には長蛇の列ができて大にぎわい

工夫とアイデアあふれる
作品がいっぱい

夏休みの思い出が詰まった作品
研究の成果が並びます
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太
古
の
地
球
に
思
い
を
は
せ
て

夏
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
へ

拍
手
喝
采
を
!

　
段
上
西
地
区
青
少
年
愛
護
協
議

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
世
紀
の
発

見
!?
　
化
石
を
み
つ
け
よ
う
」
が

８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
市
立
西
宮
高
校
の
久
保
和

弘
先
生
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
部
と
２

部
の
交
代
制
で
、
年
長
児
か
ら
小

学
生
ま
で
計
46
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
化
石
発
掘
に
使

用
す
る
の
は
、
栃

木
県
那
須
塩
原
高

原
で
採
集
さ
れ
た

「
木こ

の
葉は

石い
し
」。
数

十
万
年
前
の
古
塩

原
湖
に
堆
積
し
た

地
層
か
ら
発
掘
さ

れ
た
化
石
で
す
。

　
今
回
の
化
石
探
し
は
、

「
タ
ガ
ネ
」と
い
う
ノ
ミ
の

よ
う
な
道
具
と
ハ
ン
マ
ー

を
使
っ
て
木
の
葉
石
を
丁

寧
に
割
っ
て
い
く
と
、
中

か
ら
化
石
が
出
て
く
る
仕

組
み
。
久
保
先
生
か
ら
化

石
発
掘
の
コ
ツ
を
聞
い
た

後
、
早
速
、
子
ど
も
た
ち

は
化
石
探
し
に
挑
戦
で
す
。

ゴ
ー
グ
ル
と
軍
手
を
装
着

し
、
真
剣
な
表
情
で
石
を

　
樋
ノ
口
町
１
丁
目
自
治
会
の
第

16
回「
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
」が
、

７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
ふ
れ
あ
い
会
館

周
辺
に
住
む
人
た
ち
の
協
力
の
下
、

ま
ち
の
一
角
を
開
放
し
て
、
平
成

19
（
２
０
０
７
）年
の
秋
に「
第
１

回
お
楽
し
み
会
」と
称
し
て
開
催

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の

後
、
平
成
24
年
の
夏
に
「
ふ
れ
あ

い
夏
ま
つ
り
」
と
改
称
し
、
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
５
月
末
か
ら
打
ち
合

わ
せ
を
始
め
、
６
月
に
は
景
品
の

買
い
出
し
、
飲
食
類
の
発
注
、
機

割
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
会
場
中
に

「
あ
っ
た
！
」
と
い
う
声
が
響
き

渡
り
ま
す
。
発
掘
さ
れ
た
の
は
、

花
び
ら
や
葉
の
破
片
、
昆
虫
の
足

　
　
　
　
　
　
な
ど
の
化
石
。

　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
小
学
　
　

　
　
　
　
　
　
３
年
生
と
１
年
生

　
　
　
　
　
　
の
姉
妹
は
「
化
石

　
　
　
　
　
　
が
い
っ
ぱ
い
採
れ

　
　
　
　
　
　
て
楽
し
か
っ
た
！
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
と
笑
顔
を
見
せ
、

　
　
　
　
　
　
保
護
者
か
ら
も「
普
　

　
　
　
　
　
　
段
で
き
な
い
体
験
　
　
　

　
　
　
　
　
　
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
好
評
で
し
た
。

　
　
　
　
　
発
掘
し
た
化
石
は
お

　
　
　
　
土
産
と
し
て
持
ち
帰
る

　
　
　
　
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

　
　
　
　
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な

　
　
　
　
思
い
出
に
。
今
年
も
、大

　
　
　
　
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉

　
　
　
　
じ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

　
　
　
　
夏
休
み
の
恒
例
行
事
と

　
　
　
　
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

　
　
　
　
お
り
、
来
年
の
自
由
研

　
　
　
　
究
の
候
補
に
も
ぜ
ひ
お

　
　
　
　
薦
め
で
す
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて60年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！

広告

材
の
手
配
、
備
品
の
確
認
、
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
。
７
月
初
め
に
は
ブ

ー
ス
と
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
決
め
。

前
日
に
は
、
段
取
り
の
再
確
認
。

当
日
は
、
朝
か
ら
交
通
安
全
や
進

行
の
最
終
確
認
、
設
営
、
ゲ
ー
ム

景
品
の
仕
分
け
や
備
品
の
用
意
、

　
　
　
　
　
　
飲
食
の
準
備
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
夏
ま
つ
り
を
楽
し

　
　
　
　
　
　
ん
で
ほ
し
い
と
願

　
　
　
　
　
　
う
地
域
の
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
が
、
時
間
を
か
け

　
　
　
　
　
　
て
入
念
に
準
備
を

　
　
　
　
　
　
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
タ
コ
焼
き
ブ
ー

ス
で
は
、
今
年
の
春
に
社
会
人
デ

ビ
ュ
ー
し
た
若
い
世
代
が
初
挑
戦

で
大
奮
闘
。
か
き
氷
や
ゲ
ー
ム
の

ブ
ー
ス
で
は
、
学
生
た
ち
が
販
売

や
サ
ポ
ー
ト
役
で
大
活
躍
。
に
ぎ

わ
い
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
各

自
の
持
ち
場
で
最
善
を
尽
く
す
約

　
　
　
　
　
　
50
人
の
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
た
ち
に
は
拍
手
喝

　
　
　
　
　
　
采
！

　
　
　
　
　
　
　
樋
ノ
口
町
１
丁

　
　
　
　
　
　
目
の
ま
ち
の
魅
力
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
が
最
大
限
に
引
き
　

　
　
　
　
　
　
出
さ
れ
た
ひ
と
夏

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
約
５
０
０
人
が

参
加
し
て
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

夏まつり開催前のスタッフ最終ミーティング

木の葉っぱや昆虫の足の化石を発見!!

◀ スタンバイOK！◀若手が初挑戦！

化石発掘のコツを伝授
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５
年
ぶ
り
に
開
催
！

段
上
地
区
夏
ま
つ
り

創
造
は
無
限
大
!!

夏
休
み
作
品
展

　
コ
ロ
ナ
禍
や
段
上
小
学
校
で
の

大
規
模
改
修
工
事
に
よ
り
長
ら
く

見
送
ら
れ
て
い
た
「
段
上
地
区
夏

ま
つ
り
」
が
、
８
月
17
、
18
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
に
５
年
ぶ

り
の
復
活
で
す
。

　
６
月
に
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
準
備
を
ス
タ

ー
ト
。
模
擬
店
や
ち
ょ
う
ち
ん
に

電
気
を
送
る
配
電
盤
を
設
置
し
直

し
た
り
、
補
助
金
と
地
域
か
ら
の

寄
付
に
よ
り
新
調
し
た
や
ぐ
ら
を

初
め
て
組
み
立
て
た
り
と
、
慣
れ

な
い
作
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お

披
露
目
の
準
備
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
の
設
営
は
、
朝
早
く
か
ら
暑

い
中
で
し
た
が
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
完
了
し
ま
し
た
。

　
２
学
期
最
初
の
行
事
と
な
る
夏

休
み
作
品
展
が
８
月
30
日
、
９
月

２
日
の
２
日
間
、
甲
東
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
放
課
後
に
展
示
教
室
が
開
放
さ

れ
、
保
護
者
と
一
緒
に
見
て
回
る

児
童
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
品
の
制
作
期
間
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
８
カ
月
前
か
ら
準
備
し
て
い

た
児
童
も
い
た
よ
う
で
す
。
学
校

で
育
て
た
植
物
の
観
察
記
録
や
そ

の
植
物
を
生
か
し
た
実
験
結
果
、

夏
休
み
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
研
究
、

刺
し
ゅ
う
や
染
め
物
を
使
っ
た
手

芸
作
品
、
旅
行
の
思
い
出
を
造
作

し
た
作
品
な
ど
、ど
の
作
品
も
い
ろ

　
夕
方
６
時
過
ぎ
、
や
ぐ
ら
の
太

鼓
の
音
を
合
図
に
、
焼
き
鳥
や
ラ

ム
ネ
、
お
菓
子
つ
り
な
ど
多
数
の

模
擬
店
が
オ
ー
プ
ン
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
立
西

宮
高
校
の
吹
奏
楽
部
・
邦
楽
部
に

よ
る
恒
例
の
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー

ト
、
甲
武
中
学
校
有
志
に
よ
る
よ

さ
こ
い
、
市
立
西
宮
高
校
ダ
ン
ス

部
や
Ｎ
Ｄ
Ｓ
ジ
ャ
ン
パ
ー
ズ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
大
変
盛
り
上
が

り
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
花
火
に
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
中
学
、
高
校
、
大
学
、
地
域
か

ら
幅
広
い
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
い
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
た
段
上
地
区
夏
ま
つ
り
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
２
日
間
で
約
６

０
０
０
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

い
ろ
と
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
て
、

今
年
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

　「
学
年
順
に
見
て
い
く
と
、成
長

が
感
じ
ら
れ
て
と
て
も
感
動
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
ペ
ア
活
動
の

時
間
に
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、『
す
ご

い
!
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
？
』

『
き
れ
い
な
作
品
!
』な
ど
と
お
互

い
に
感
想
を
伝
え
合
う
様
子
は
、と

て
も
ほ
ほ
笑
ま
し
か
っ
た
」と
、山

根
桜
子
校
長
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
。

※ペア活動　上級生と下級生が年間を通して取り組む縦割り活動

オリジナルの盆踊り『段上音頭』も復活！

模擬店には長蛇の列ができて大にぎわい

工夫とアイデアあふれる
作品がいっぱい

夏休みの思い出が詰まった作品
研究の成果が並びます
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街かどのスケッチ
エ
ッ
セ
イ

わ
た
し
の
甲
東

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め

た
の
は
、小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で『
宮

っ
子
』編
集
員
を
担
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
５
年
前
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
は
や

る
中
、
千
葉
県
か
ら
西
宮
市
に
引

っ
越
し
。
元
々
兵
庫
県
民
で
し
た

が
、
西
宮
は
未
知
の
地
。
あ
ち
ら

こ
ち
ら
へ
行
き
た
く
て
も
コ
ロ
ナ

禍
で
動
き
づ
ら
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
娘
の
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
募
集
が
あ
り
、
千
葉
県
に

住
ん
で
い
た
時
も
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
広
報
を
１
年
活
動
し
て
楽
し
か

っ
た
の
で
、『
宮
っ
子
』編
集
員
に
立

候
補
。
そ
れ
か
ら
縁
が
あ
り
、
今

は
編
集
員
活
動
４
年
目
。
ま
だ
ま

だ
新
参
者
で
勉
強
中
で
す
。

　
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地

域
や
西
宮
市
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
学
校
や
地
域

の
行
事
、
大
市
八
幡
神
社
の
太
鼓

台
え
い
行
、
親
子
防
災
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
取
材
を
し
ま
し
た
。
活
動

を
通
し
て
、
樋
ノ
口
地
域
だ
け
で

な
く
甲
東
地
域
の
こ
と
も
知
る
こ

と
が
で
き
、
学
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ほ
か
に
樋
ノ
口
地
区
の
子
育
て

地
域
サ
ロ
ン「
に
こ
に
こ
広
場
」の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
乳
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ

ん
は
、
日
頃
の
育
児
の
こ
と
や
お

で
か
け
ス
ポ
ッ
ト
、
ゆ
く
ゆ
く
は

子
ど
も
を
預
け
る
園
の
こ
と
な
ど

を
、
楽
し
く
話
し
て
情
報
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

　
私
も
娘
が
小
さ
い
時
は
岡
山
県

に
住
ん
で
い
て
、
地
域
の
親
子
ク

ラ
ブ
の
企
画
を
し
た
り
、
区
の
地

域
子
育
て
支
援
課
と
連
携
し
て
育

児
相
談
会
を
し
た
り
、
地
域
の
民

生
・
児
童
委
員
さ
ん
や
愛
護
委
員

さ
ん
と
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
り
、
当

時
は
こ
う
い
う
情
報
交
換
の
場
を

あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　「
に
こ
に
こ
広
場
」で
は
、
お
母

さ
ん
同
士
で
育
児
の
経
験
を
話
し

な
が
ら
、
親
子
で
工
作
し
て
い
ま

す
。
キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
の
親
子
と
同

じ
輪
の
中
に
入
れ
て
も
ら
え
て
い

つ
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
る
と
、
子
ど
も
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
す
。

一
緒
に
参
加
し
た
り
、
学
校
で
は

経
験
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
の

で
楽
し
い
で
す
。

　
人
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、

自
分
の
視
野
や
知
識
、
向
上
心
へ

と
つ
な
が
り
、
そ
の
つ
な
が
り
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
で
き
る

限
り
、
今
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
島
町
　
Ｙ
・
Ａ

「
と  

ん  

ど
」

絵 

・ 

若
山
町
　
北
條
　
佐
和
（
6
歳
）
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※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

段
上
公
民
館

 

☎
53
・
0
9
3
1

☆ 

特
殊
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
〜
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
と

特
殊
詐
欺
防
止
講
座
〜

日
時
　
11
月
14
日
㈭

講
師
　
元
兵
庫
県
警
生
活
安
全
課

　
　
　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者

鷹
取
　
靖
彦
氏

定
員

　30
人

申
し
込
み
　
事
前
申
し
込
み
不
要

☆
お
正
月
を
飾
る
寄
せ
植
え

　
〜
作
り
方
の
コ
ツ
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
ご
紹
介
〜

日
時
　
12
月
26
日
㈭
13
時
30
分
〜

　
14
時
30
分

講
師
　
た
か
ら
づ
か
花
園

定
員
　
20
人

材
料
費
　
２
０
０
０
円（
当
日
集
金
）

申
し

込
み
　
往
復
は
が
き

12
月
6
日
㈮
消
印
有
効

 
☎
51
・
3
7
4
8

☆
土
の
な
か
の
西
宮

　
〜
発
掘
成
果
か
ら
読
み
解
く

古
代
西
宮
の
歴
史
〜

日
時
　
11
月
12
日
㈫

講
師
　
市
・
文
化
財
課郷

土
資
料
館

学
芸
員
　
森
下
　
真
企
氏

場
所

　講
堂

定
員
　
当
日
先
着
50
人

☆
Ａ
Ｉ
時
代
の
こ
こ
ろ
の
在
り
方

　
〜
漫
画
・
ア
ニ
メ
を
素
材
に
〜

日
時
　
11
月
30
日
㈯
13
時
30
分
　

　
　
〜
15
時

講
師
　
神
戸
女
学
院
大
学

　
　
　
心
理
学
部
・
心
理
学
科

准
教
授
　
西
嶋
　
雅
樹
氏

場
所
　
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
50
人

☆
大
阪（
中
之
島
・
船
場
）の

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
文
学

日
時
　
12
月
15
日
㈰

講
師
　
兵
庫
県
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

堀
　
久
樹
氏

場
所
　
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
50
人

甲
東
公
民
館

☆
新
年
を
祝
う
寄
せ
植
え

日
時
　
12
月
19
日
㈭

講
師
　
た
か
ら
づ
か
花
園

場
所
　
講
堂

定
員
　
先
着
30
人

材
料
費
　
１
８
０
０
円（
申
し
込
み
時
に
）

申
し
込
み

　12
月
２
日
㈪

高
木
公
民
館

 

☎
65
・
1
5
6
9

☆
高
齢
者
講
座

　「
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
」

日
時
　
11
月
6
日
㈬
13
時
30
分
　

　
　
〜
15
時

場
所
　
3
階
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
40
人

参
加
費
　
無
料

☆
暮
ら
し
・
消
費
者
講
座

　
〜
お
金
の
話
、わ
か
り
や
す
く
〜

　「
税
金
講
座
」

日
時
　
11
月
25
日
㈪
13
時
30
分
　

　
　
〜
15
時

場
所
　
3
階
講
堂

定
員
　
50
人（
電
話
受
け
付
け
）

受
け
付
け
　
11
月
11
日
㈪
10
時
〜（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

☆
環
境
・
自
然
・
科
学
講
座

　「
し
め
縄
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

日
時

　12
月
20
日
㈮

場
所

　3
階
講
堂

定
員

　20
人（
電
話
受
け
付
け
）

受
け

付
け
　
12
月
9
日
㈪
10
時
〜（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
１
０
０
円（
当
日
集
金
）

段
上
児
童
館

 

☎
53
・
8
3
0
3

☆
赤
ち
ゃ
ん
も
い
っ
し
ょ

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
の
音
楽
会

日
時
　
11
月
27
日
㈬
11
時
〜
　
　

11
時
30
分

対
象
　
０
〜
４
歳

申
し
込
み
　
オ
ン
ラ
イ
ン

☆
ス
マ
イ
ル
子
育
て
相
談

日
時
　
12
月
10
日
㈫

対
象
　
０
歳
〜

申
し
込
み
　
オ
ン
ラ
イ
ン

☆
お
話
と
ピ
ア
ノ
で

楽
し
む
絵
本
の
世
界

日
時

　12
月
21
日
㈯

対
象

　１
〜
３
歳

申
し

込
み

　オ
ン
ラ
イ
ン

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

10
時
〜

11
時
30
分

12
時
30
分

〜
13
時

❖  

お  

知  

ら  

せ  

❖

９
月
１
日
発
行
の
甲
東
ニ
ュ
ー
ス
に

一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
！

★
Ａ
Ｉ
時
代
の
こ
こ
ろ
の
在
り
方

　  

　
〜
漫
画
・
ア
ニ
メ
を
素
材
に
〜

   

➡
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

　
変
更
前

　
今
日
か
ら
始
め
る
臨
床
心
理
学

　  

　
〜
漫
画
や
ア
ニ
メ
か
ら
学
ぶ

　  

　
　
　
私
た
ち
の
心
の
動
き
〜

★
大
阪（
中
之
島・船
場
）の

　
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
文
学

　
➡
開
催
日
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

★
新
年
を
祝
う
寄
せ
植
え

   

➡
材
料
費
が
物
価
高
騰
に
よ
り

                    

変
更
さ
れ
て
い
ま
す

※
詳
細
は
各
講
座
の
チ
ラ
シ
で

                    

確
認
し
て
く
だ
さ
い

10
時
〜

11
時
30
分

10
時
30
分
〜

11
時
15
分

13
時
30
分
〜

15
時

11
時
〜

11
時
50
分

13
時
30
分
〜

15
時

13
時
30
分
〜

15
時
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